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(57)【要約】
【課題】粉砕乾燥機内に投入される生ゴミをより効率よ
く粉砕、撹拌し、粉砕内の残留物を最少化して、所要動
力及び騷音発生を低減させる飲食物処理機の粉砕機を提
供する。
【解決手段】飲食物処理機の粉砕機は、内部に空間を持
つ胴体；前記胴体内部に回転可能に締結される回転軸と
、前記回転軸から延設される少なくとも一つ以上の駆動
ブレードとを備えた粉砕スクリュー；及び中空のリング
状のもので、外表面には吸気口と排気口が形成され、前
記胴体の上端部に締結される排気流路部；を含む。他の
実施例によれば、飲食物処理機の粉砕機は、内部に空間
を持つ胴体；前記胴体内部に回転可能に締結される回転
軸と、前記回転軸から延設される少なくとも一つ以上の
駆動ブレードとを備えた粉砕スクリュー；及び前記胴体
上部に脱着可能に締結されるカバーを含む。
【選択図】図８
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内部に空間を持つ胴体；
　前記胴体の内部に回転可能に締結される回転軸と、前記回転軸から延設される少なくと
も一つ以上の駆動ブレードとを備えた粉砕スクリュー；及び
　前記胴体上部に脱着可能に締結されるカバー；を含み、
　前記カバーは、上部に行くほど拡開する形状に形成され、下端部が一定間隔で切開され
た漏斗状であり、弾性材でなって伸縮可能であることを特徴とする、飲食物処理機の粉砕
機。
【請求項２】
　中空のリング状のもので、外表面には吸気口と排気口が形成され、前記胴体の上端部に
締結される排気流路部；をさらに含み、
　前記カバーは、環状に形成され、その下面に突起が形成され、前記排気流路部に脱着可
能に締結される固定体；及び
　前記固定体の内部外周面から次第に円周長が減少する方向に延設され、一定間隔で切開
されて拡張及び収縮可能な弾性支持体；でなることを特徴とする、請求項１に記載の飲食
物処理機の粉砕機。
【請求項３】
　前記カバーは軟質のシリコン材であることを特徴とする、請求項１または２に記載の飲
食物処理機の粉砕機。
【請求項４】
　中空のリング状のもので、外表面には吸気口と排気口が形成され、前記胴体の上端部に
締結される排気流路部；をさらに含むことを特徴とする、請求項１に記載の飲食物処理機
の粉砕機。
【請求項５】
　内側外周面の開放された前記吸気口を通じて流入したガスが前記排気流路部の内部を回
転しながら循環してから前記排気口を通じて排出されるように、少なくとも一つ以上の螺
旋状のガイドベーンが前記排気流路部の内部に形成されることを特徴とする、請求項４に
記載の飲食物処理機の粉砕機。
【請求項６】
　前記胴体は中空の球形になることを特徴とする、請求項１または２に記載の飲食物処理
機の粉砕機。
【請求項７】
　前記駆動ブレードは、前記回転軸の一側外周面から伸びて時計方向または反時計方向に
前記回転軸を取り囲む形状に形成され、前記回転軸の他側外周面に連結されることを特徴
とする、請求項１に記載の飲食物処理機の粉砕機。
【請求項８】
　前記駆動ブレードは、前記回転軸との間に半径方向に形成された空間を持つことを特徴
とする、請求項４に記載の飲食物処理機の粉砕機。
【請求項９】
　前記駆動ブレードの外縁切削刃上には、一定厚さの切削片が前記胴体の半径方向に形成
されることを特徴とする、請求項５に記載の飲食物処理機の粉砕機。
【請求項１０】
　前記駆動ブレードは、前記胴体の内周面と干渉しないように、一定間隔を維持したまま
で前記胴体内部で回転し、前記回転軸の一端部から他端部に連続的に連結される構造でな
り、前記ブレードの中央部は他の部分に比べて相対的に前記回転軸から遠く離れることを
特徴とする、請求項１または４に記載の飲食物処理機の粉砕機。
【請求項１１】
　前記胴体の中央下端には、内部の生ゴミを排出するように開閉可能な排出口が形成され
ることを特徴とする、請求項１または４に記載の飲食物処理機の粉砕機。
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【請求項１２】
　前記排出口はバルブドアによって開閉可能になることを特徴とする、請求項１１に記載
の飲食物処理機の粉砕機。
【請求項１３】
　前記胴体下端部には、前記粉砕機の作動時の騷音及び振動を防止するために、防振構造
体が装着されることを特徴とする、請求項１または４に記載の飲食物処理機の粉砕機。
【請求項１４】
　前記回転軸の一端部に電動ギアを介して連結されて回転力を提供するモーター部を含む
ことを特徴とする、請求項１３に記載の飲食物処理機の粉砕機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は飲食物処理機の粉砕機に係り、より詳しくは球形の胴体内に螺旋状の粉砕スク
リューを備えることで、生ゴミをより効率よく粉砕、撹拌できるようにし、処理過程で発
生するガスを前記胴体上に配置された排気流路部によって効率よく排出させることができ
る構造を備えた飲食物処理機の粉砕機に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、各家庭または飲食点などにおいては、毎日一定量の生ゴミが排出され、このよ
うな生ゴミは、単純な濾過網を通じて水分のみ濾過された後、廃棄されている。このよう
な従来の生ゴミ処理方法は、生ゴミの発生量を増大させるため、生ゴミをよく捨てない場
合、悪臭を発生させて周囲の空気を汚染させている。
【０００３】
　生ゴミの発生抑制及びリサイクルを効率よく実施するためには、このような問題点を解
決することができる家庭用飲食物処理機の開発が切実に要求されている。一般に、家庭の
流し台に連結されて生ゴミを処理する装置は、脱水、切断及び乾燥などの一連の過程によ
って生ゴミの水分を除去するとともに体積を減らしてその排出量を大幅減少させることが
できるものである。
【０００４】
　生ゴミ処理処置は生ゴミを処理する方法によって多様な種類に区分することができ、そ
の利用状態によっても多様な種類に区分することができる。
【０００５】
　従来の生ゴミ処理処置の粉砕乾燥機は、回転軸の方向と粉砕乾燥機の形状によって、垂
直円筒状と水平円筒状に大別することができる。
【０００６】
　垂直円筒状の場合、飲食物処理の際に飲食物を粉砕する粉砕スクリューを駆動するモー
ターの負荷が小さく、これによって低騷音の設計が可能であるが、粉砕スクリューが下端
に集中して飲食物の上下撹拌及び粉砕が円滑にできないため、粉砕物の粒度が大きく、粉
砕スクリューの中央部で未粉砕飲食物がかたまる現象が発生し、乾燥のためのヒーターが
下端部に備えられているため、粉砕性能と乾燥性能が落ちる欠点を持つ。一方、粉砕スク
リューの体積比が小さいので、単位大きさに対する投入量を増大させることができる。
【０００７】
　水平円筒状の場合、飲食物を粉砕する粉砕スクリューが粉砕乾燥機の全体にわたって形
成されているので、飲食物処理物の撹拌が円滑になされ、乾燥のためのヒーターが円筒面
に沿って備えられているので、熱の伝導に効率的で乾燥効率が良い利点を持つ。しかし、
粉砕の場合、粉砕スクリューの両側先端部（粉砕乾燥機の両側端）に集中的に粉砕がなさ
れ、粉砕スクリューの回転によって多量の飲食物が圧縮粉砕され、飲食物の圧縮によって
粉砕スクリューの駆動に過負荷がかかって拘束される現象が発生する。そして、粉砕スク
リューの体積比があまり大きいため、投入量が少ない欠点を持つ。
【０００８】
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　また、前記垂直型及び水平型とも粉砕乾燥機の内部で発生するガスの効率的な排出構造
を持っていないため、飲食物処理の際に発生する悪臭の漏洩によって使用者の不快感を増
大させている実情である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明は前記のような従来の問題点を解決するためになされたもので、特に粉砕乾燥機
を球形の胴体で製作し、前記胴体内に螺旋形の粉砕スクリューを提供することで、粉砕乾
燥機内に投入される生ゴミをより効率よく粉砕、撹拌することができ、粉砕内の残留物を
最少化することにより所要動力及び騷音発生を低減させる飲食物処理機の粉砕機を提供す
ることをその目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　前記のような目的を達成するために、一観点による本発明による飲食物処理機の粉砕機
は、内部に空間を持つ胴体；前記胴体内部に回転可能に締結される回転軸と、前記回転軸
から延設される少なくとも一つ以上の駆動ブレードとを備えた粉砕スクリュー；及び中空
のリング状のもので、外表面には吸気口と排気口が形成され、前記胴体の上端部に締結さ
れる排気流路部；を含む。
【００１１】
　前記吸気口を通じて流入したガスが前記排気流路部の内部を回転しながら循環してから
前記排気口を通じて排出されるように、少なくとも一つ以上の螺旋状のガイドベーンが前
記排気流路部の内部に形成されることができる。
【００１２】
　前記胴体は中空の球形になることができる。
【００１３】
　前記吸気口は、前記排気流路部の内側下部外周面上に一定間隔で配置される多角形、楕
円形、または円形のものであることができる。
【００１４】
　前記排気口は、前記排気流路部の外側下部外周面上に一定間隔で配置される多角形、楕
円形、または円形のものであることができる。
【００１５】
　前記ガイドベーンは、所定厚さの板状になることができる。
【００１６】
　前記ガイドベーンは、前記吸気口から前記排気流路部の内部に時計方向または反時計方
向に一定距離だけ伸びることができる。
【００１７】
　前記駆動ブレードは、前記回転軸の一側外周面から伸びて時計方向または反時計方向に
前記回転軸を取り囲む螺旋状に形成され、前記回転軸の他側外周面に連結されることがで
きる。
【００１８】
　前記駆動ブレードは、前記回転軸の一側外周面から他側外周面に連続的に連結される構
造であることができる。
【００１９】
　前記駆動ブレードは、前記回転軸との間に半径方向に形成された空間を持つことができ
る。
【００２０】
　前記駆動ブレードの中央部が他の部分に比べて相対的に前記回転軸から遠く離れること
ができる。
【００２１】
　前記飲食物処理機の粉砕機は、前記回転軸の中央部に備えられ、前記粉砕スクリューを
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支持する支持幹をさらに含むことができる。
【００２２】
　前記駆動ブレードの外縁切削刃上には、一定厚さの切削片が前記胴体の半径方向に形成
されることができる。
【００２３】
　前記胴体の内周面上には、一定長さの突条状の粉砕リブが形成されることができる。
【００２４】
　前記粉砕リブは互いに離隔して配列され、それぞれの粉砕リブには陷沒部が形成され、
前記陷沒部を連結する軌跡は前記胴体の内周面上から斜線方向に円弧を描くことができる
。
【００２５】
　前記切削片は、前記陷沒部を連結する軌跡に沿って前記胴体の内周面上に移動すること
ができる。
【００２６】
　前記駆動ブレードの外縁切削刃上には一定厚さの切削切欠部が前記胴体の半径方向に形
成され、前記切削切欠部は、前記駆動ブレードの回転の際、前記胴体の内面に形成された
粉砕突起との相互作用によって生ゴミを粉砕することができる。
【００２７】
　前記のような目的を達成するために、他の観点による本発明による飲食物処理機の粉砕
機は、内部に空間を持つ胴体；前記胴体の内部に回転可能に締結される回転軸と、前記回
転軸から延設される少なくとも一つ以上の駆動ブレードとを備えた粉砕スクリュー；及び
前記胴体上部に脱着可能に締結されるカバー；を含む。
【００２８】
　前記カバーは、上部に行くほど拡開する形状に形成され、下端部が一定間隔で切開され
た漏斗状であり、弾性材でなって伸縮可能である。
【００２９】
　中空のリング状のもので、外表面には吸気口と排気口が形成され、前記胴体の上端部に
締結される排気流路部；をさらに含み、前記カバーは、環状に形成され、その下面に突起
が形成され、前記排気流路部に脱着可能に締結される固定体；及び前記固定体の内部外周
面から次第に円周長が減少する方向に延設され、一定間隔で切開されて拡張及び収縮可能
な弾性支持体；でなることができる。
【００３０】
　前記カバーは軟質のシリコン材であることができる。
【００３１】
　前記飲食物処理機の粉砕機は、中空のリング状のもので、外表面には吸気口と排気口が
形成され、前記胴体の上端部に締結される排気流路部をさらに含むことができる。
【００３２】
　内側外周面の開放された前記吸気口を通じて流入したガスが前記排気流路部の内部を回
転しながら循環してから前記排気口を通じて排出されるように、少なくとも一つ以上の螺
旋状のガイドベーンが前記排気流路部の内部に形成されることができる。
【００３３】
　前記胴体は中空の球形になることができる。
【００３４】
　前記駆動ブレードは、前記回転軸の一側外周面から伸びて時計方向または反時計方向に
前記回転軸を取り囲む形状に形成され、前記回転軸の他側外周面に連結されることができ
る。
【００３５】
　前記駆動ブレードは、前記回転軸との間に半径方向に形成された空間を持つことができ
る。
【００３６】
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　前記駆動ブレードの外縁切削刃上には、一定厚さの切削片が前記胴体の半径方向に形成
されることができる。
【００３７】
　前記駆動ブレードは、前記胴体の内周面と干渉しないように、一定間隔を維持したまま
で前記胴体内部で回転し、前記回転軸の一端部から他端部に連続的に連結される構造でな
り、前記ブレードの中央部は他の部分に比べて相対的に前記回転軸から遠く離れることが
できる。
【００３８】
　前記胴体の中央下端には、内部の生ゴミを排出するように開閉可能な排出口が形成され
ることができる。
【００３９】
　前記排出口はバルブドアによって開閉可能になることができる。
【００４０】
　前記胴体下端部には、前記粉砕機の作動時の騷音及び振動を防止するために、防振構造
体が装着されることができる。
【００４１】
　前記回転軸の一端部に電動ギアを介して連結されて回転力を提供するモーター部を含む
ことができる。
【発明の効果】
【００４２】
　以上説明した本発明の飲食物処理機の粉砕機は、球形の粉砕桶内に螺旋状の駆動ブレー
ドを配置して、粉砕機に投入される飲食物を多方向に分散させて細かく粉砕することによ
り、粉砕機の作動効率を高めて所要電力を節減することができる。
【００４３】
　また、環状の排気流路部及び漏斗状のカバーを粉砕桶の上部に配置して、飲食物処理過
程で発生する悪臭及び飲食物の残物が排出口でない粉砕桶の上部で漏洩することを防止す
ることができる。
【００４４】
　本発明は、垂直型乾燥機及び水平型乾燥機が持つ利点を総合する機能的混合設計によっ
て、既存の乾燥機が持っていた問題点を解決する。すなわち、前記垂直型乾燥機と水平型
乾燥機に共通的に問題になった内部壁面への飲食物残留物の付着と、処理物排出の際に発
生する非排出残留物を最少化することになる。
【図面の簡単な説明】
【００４５】
【図１】本発明の一実施例による飲食物処理機の粉砕機の分解斜視図である。
【図２】本発明の一実施例による飲食物処理機の粉砕機を上方から見た斜視図である。
【図３】図２の粉砕機を下方から見た斜視図である。
【図４】図２の粉砕機の平面図である。
【図５】図２の粉砕機の正面図である。
【図６】図２の粉砕機の右側面図である。
【図７】図２の粉砕機の底面図である。
【図８】図２のＡ－Ａ線についての断面図である。
【図９】図２のＢ－Ｂ線についての断面図である。
【図１０】本発明の一実施例による飲食物処理機の粉砕機の内部を見せるために胴体の一
部を切開した部分切開斜視図である。
【図１１】図１０の粉砕機をＣ方向に見た側面図である。
【図１２】本発明の一実施例によるカバー及び排気流路部の斜視図である。
【図１３】本発明による粉砕機の内部構造を詳細に示すための下側粉砕桶の一側方向に見
た斜視図である。
【図１４】本発明の他の実施例による粉砕スクリュー及び下側粉砕桶の斜視図である。
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【発明を実施するための形態】
【００４６】
　本発明の前記のような目的、特徴及び他の利点は、添付図面に基づいて本発明の好適な
実施例を詳細に説明することでより明らかになるであろう。以下、添付図面を参照して本
発明の一実施例による飲食物処理機の粉砕機を詳細に説明する。
【００４７】
　以下、本発明の実施例について図面を参照してより詳細に説明する。
【００４８】
　図１は本発明の一実施例による飲食物処理機の粉砕機の分解斜視図、図２は本発明の一
実施例による飲食物処理機の粉砕機を上方から見た斜視図、図３は図２の粉砕機を下方か
ら見た斜視図、図４は図２の粉砕機の平面図、図５は図２の粉砕機の正面図、図６は図２
の粉砕機の右側面図、図７は図２の粉砕機の底面図である。
【００４９】
　図１～図７を参照すれば、本発明の一実施例による飲食物処理機の粉砕機は、中空の粉
砕桶２００、粉砕桶２００の内部空間に回転可能に配置される粉砕スクリュー１００、粉
砕桶２００の上端部に締結される排気流路部３００、粉砕桶２００上部に脱着可能に締結
されるカバー４００、及び粉砕桶２００の下部に配置されるドア開閉装置５００を備える
。
【００５０】
　本発明の飲食物処理機の粉砕機は、粉砕スクリュー１００を利用して、粉砕桶２００内
に投入される生ゴミを細かく粉砕することになる。さらに、粉砕桶２００の外周面や上部
などに乾燥ヒーターを装着することにより、乾燥が同時になされるように構成することが
できる。
【００５１】
　粉砕桶２００は、投入された生ゴミを一定量収容するために、一定大きさの内部空間を
持つ中空の収容部材で、好ましく球形に製作することができる。粉砕桶２００は、粉砕ス
クリュー１００が配置できるように、上側粉砕桶２１０と下側粉砕桶２２０に分けられる
。すなわち、上下側粉砕桶２１０、２２０は、生産過程の進行のためにも、それぞれ半球
形になることができ、鋳造過程で堅固に製作されることができる。
【００５２】
　上側粉砕桶２１０は、半球形の上側胴体２１１と、上側胴体２１１の上端から垂直に一
定距離だけ延設される中空円筒状の入口部２１６とから構成される。前記入口部２１６と
上側胴体２１１が合ってなる円形の折曲部２１４が生成され、前記折曲部２１４は駆動ブ
レード１２０から一定間隔を維持したままで交差することによって切削することができる
。
【００５３】
　下側粉砕桶２２０は半球形の下側胴体２２１でなり、上側粉砕桶２１０と結合される接
合面上に円形の挿入溝２２３が形成される。前記挿入溝２２３には漏洩防止部材２３０が
挿入され、前記漏洩防止部材２３０は、上下側粉砕桶２１０、２２０の結合の際、内部の
飲食物が外部に漏洩しないようにシーリング機能をする。
【００５４】
　上下側粉砕桶２１０、２２０の結合部位を基準とすれば、上側粉砕桶２１０には第１締
結具２１７が円周上に一定間隔で備えられ、下側粉砕桶２２０には第２締結具２２７が第
１締結具２１７と同一間隔で配置される。上下側粉砕桶２１０、２２０が結合される場合
、締結具２１７、２２７を貫通して結合ボルト（図示せず）が締結される。
【００５５】
　上側粉砕桶２１０の外部の上面には投入口２１０ａが形成され、必要によって下側粉砕
桶２２０の外側面下部に排出口２２４が形成されることができる。排出口２２４はドア開
閉装置５００によって開閉可能になり、ドア開閉装置５００は電動式で駆動できる。
【００５６】
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　投入口２１０ａは、脱水かつ切断された生ゴミが投入されるように、地面に対して水平
に配置される粉砕桶２００の上面に一定大きさに開口される。粉砕桶２００の内周面には
粉砕リブ２２２が内側に突設されて、粉砕スクリュー１００との相互作用によって飲食物
を粉砕する作用をする。粉砕リブ２２２は上下側粉砕桶２１０、２２０の内面に均一に形
成され、エッジに刃が形成された一定厚さの板状に製作されることができるが、その形状
は状況によって多様に製作可能である。
【００５７】
　粉砕桶２００は熱伝導率の高い金属を素材にして鋳造方式で製造されることが好ましく
、主にステンレス材質を使用することができる。また、好ましくは、飲食物の残物が表面
にくっつくことを防止するために、モリブデンコーティングが施されることができる。モ
リブデンは電子管の陽極・グリッド及び支持物、電気回路の接点、耐熱材料高温部品、特
殊合金、電熱線、コーティングなどに使用され、極低温から常温・高温にわたって機械的
に非常に強く、ステンレススチールに最も多く使用されている趨勢である。
【００５８】
　ここで、飲食物の残物の付着を防止することができれば、多様な素材の物質がコーティ
ングされることができるのは勿論である。前記モリブデンコーティングは粉砕スクリュー
１００にも施されることで飲食物がくっつかないように処理されるので、粉砕機における
処理過程がより効率よく進行可能である。
【００５９】
　前記粉砕桶２００の下端部には、粉砕機作動の際に発生する騷音及び振動を防止するた
めに、防振構造体（図示せず）が装着されることができる。防振構造体は、上下左右への
振動を防止するために、コイルやダンパーなどの衝撃・振動緩和装置を備えることができ
る。
【００６０】
　図１２は本発明の一実施例によるカバー及び排気流路部の斜視図である。以下、図１～
図７及び図１２を参照して排気流路部３００について説明する。
【００６１】
　排気流路部３００は中空のトンネル状になり、好ましくは中空のドーナツまたはリング
形態の本体３１０を備え、本体３１０の外表面には吸気口３２０と排気口３４０が形成さ
れ、粉砕桶２００の上端部に締結される。具体的には、排気流路部３００は、上側粉砕桶
２１０上に形成される入口部２１６の上端に締結されることができる。
【００６２】
　吸気口３２０は、排気流路部３００の内側下部の外周面上に一定間隔で配置される多角
形、楕円形、または円形のものであることができるが、空間活用の観点で下部外周面に沿
って一定の楕円形状になることが好ましい。排気口３４０は、排気流路部３００の外側下
部の外周面上に一定間隔で配置される多角形、楕円形、または円形のものであることがで
きる。排気口３４０は、下部に一定距離だけ突出した中空円筒状であることができる。排
気流路部３００においては、吸気口３２０を通じて流入したガスが排気流路部３００の内
部を回転しながら循環した後、排気口３４０を通じて排出されるようにする。
【００６３】
　図１及び図１２を参照すれば、排気流路部３００内には少なくとも一つ以上の螺旋状の
ガイドベーン３３０が備えられる。ガイドベーン３３０は、吸気口３２０から排気流路部
３００の内部に時計方向または反時計方向に一定距離だけ伸びる。ガイドベーン３３０は
所定厚さで一定の曲率を持つ板状になることができる。
【００６４】
　ガイドベーン３３０は、吸気口３２０を中心として排気流路部３００の内側円周方向と
半径方向との間の空間部を指向するように方向が設定されて延設される。すなわち、前記
排気流路部３００内に水車ないし風車の形状に構成されることができる。
【００６５】
　以下、図１～図７及び図１２を参照してカバー４００について説明する。前記カバー４
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００は粉砕桶２００の上部に締結され、具体的には、排気流路部３００上に形成される締
結ホール３５０にカバー４００の下面に突出した締結具４５０が挿入固定されることで可
能になる。締結ホール３５０及び締結具４５０は同一数で構成され、一例として四対で構
成されることができる。
【００６６】
　カバー４００は、環状に形成され、その下面に締結具４５０が形成され、排気流路部３
００に脱着可能に締結される固定体４１０、及び固定体４１０の内部外周面から次第に円
周長が減少する方向に延設され、一定間隔で切開されて拡張及び収縮が可能な弾性支持体
４２０で構成される。
【００６７】
　弾性支持体４２０はカバー４００の下端部に相当するもので、一定間隔で切開された漏
斗状に形成され、弾性力を有する材質で構成されて伸縮可能である。すなわち、弾性支持
体４２０は、複数の扇形が隣接して配置されるが、互いに干渉しないように所定間隔４３
０で離隔して円形になる。言い換えれば、弾性支持体４２０は下部から上部に行くほど広
がる形状になる。締結具４５０は固定体４１０の下端から下部に延設される。
【００６８】
　カバー４００の下端部に行くほど次第に狭くなって、弾性支持体４２０が互いに集まる
ところに一定形態の開放口４４０が形成される。開放口４４０によって、弾性支持体４２
０が上下に自由に動くことができることになる。カバー４００は前記のように弾性力を必
須に持っていなければならないので、軟質のシリコン材でなることが好ましい。
【００６９】
　以下、図８及び図１２を参照して、カバー４００及び排気流路部３００の作動及び機能
について説明する。
【００７０】
　粉砕桶２００内で飲食物を処理する過程で発生するガスは、粉砕スクリュー１００の回
転によって上部に押し上げられることになる。この際、駆動ブレード１２０が螺旋状に構
成されるので、ガスは粉砕桶２００内で図面符号２４０のように斜めに上昇することにな
る。ガスが上昇する過程で、カバー４００の弾性支持体４２０は前記ガスが直ちにカバー
４００の外部に排出されることを防止する役目をする。
【００７１】
　すなわち、弾性支持体４２０が粉砕桶２００の外周面から内側下方に傾いた形状を取っ
ているので、ガスは弾性支持体４２０の下端に沿って粉砕桶２００の中心部に移動する経
路を取り、結局は弾性支持体４２０の下端部で渦流２５０を発生させて開放口４４０側に
漏出されることを防止する。
【００７２】
　カバー４００は、粉砕桶２００に処理物がいっぱいになれば弾性支持体４２０がそれ以
上伸縮できないので、結果的に下端の開放口４４０の部位が投入限界線の役目をすること
になる。また、排出ガスだけでなく粉砕桶２００内で処理された飲食物の残物が傾いた弾
性支持体４２０によって粉砕桶２００の上面に漏洩する問題をあらかじめ防止することが
できる。
【００７３】
　図１２に示すように、排気流路部３００は、吸気口３２０によってその内部に流入した
排気ガスがガイドベーン３３０によって案内されて排気流路部３００内で回転循環される
過程で自然に冷却されるようにする。また、前記過程が進むにつれて、排気効率の増大の
ために、旋回流（ｖｏｒｔｅｘ ｆｌｏｗ）の生成を誘導することになる。排気流路部３
００内のガスは排気口３４０に吐出されて脱臭装置などに流入し、ここで後処理工程が行
われる。
【００７４】
　図８は図２のＡ－Ａ線についての断面図、図９は図２のＢ－Ｂ線についての断面図、図
１０は本発明の一実施例による飲食物処理機の粉砕機の内部を示すために胴体の一部を切
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開した部分切開斜視図、図１１は図１０の粉砕機をＣ方向に見た側面図である。
【００７５】
　以下、図８～図１１を参照して本発明の構成要素である粉砕スクリュー１００について
詳細に説明する。
【００７６】
　粉砕スクリュー１００は、回転軸１１０、及び回転軸１１０から螺旋状に延設される少
なくとも一つ以上の駆動ブレード１２０を含む。駆動ブレード１２０は粉砕桶２００の内
面と干渉しないように一定間隔を維持したままで球形の粉砕桶２００の内部で回転し、回
転軸１１０の一側外周面から伸びて時計方向または反時計方向に回転軸１１０を取り囲む
形状に形成されて回転軸１１０の他側外周面に連結される。一例として３６０度くらいの
回転角度で回転軸１１０の周囲に螺旋状に回転してなる。前記駆動ブレード１２０の形成
過程で、回転軸１１０と駆動ブレード１２０の間には空間１２１が形成できる。
【００７７】
　回転軸１１０の外周面上には円筒状の回転体１１２、１１４、１１６が形成される。中
間回転体１１２は回転軸１１０の中央に配置され、一側回転体１１４及び他側回転体１１
６はそれぞれ回転軸１１０の一側部１１１と他側部１１９に配置される。前記回転体１１
２、１１４、１１６は、回転軸１１０が挿通することができるように、ホールが形成され
る。
【００７８】
　駆動ブレード１２０は、一側回転体１１４の外面から始めて他側回転体１１６の外面に
至る形状になる。すなわち、駆動ブレード１２０は回転軸１１０の一側外周面から他側外
周面に連続的に連結される構造であることができる。中間回転体１１２から回転軸１１０
の半径方向に連結される支持幹１３０が備えられ、支持幹１３０は、回転軸１１０上に駆
動ブレード１２０が安定に支持されるようにする。すなわち、支持幹１３０は回転軸１１
０の中央部に備えられて粉砕スクリュー１００を支持する構造を成すことになる。
【００７９】
　回転軸１１０及び回転体１１２、１１４、１１６は一体型または結合型に製造されるこ
とができる。一体型の場合は鋳造品で製造できる。結合型の場合は、それぞれの単品の破
損の際、交替が容易であり、製作コストに有利な面がある。駆動ブレード１２０、支持幹
１３０及び回転体１１２、１１４、１１６の場合にも一体型または結合型で製造されるこ
とができ、一体型の場合は、鋳造品で製造されることができる
　駆動ブレード１２０の外縁切削刃上には一定厚さの切削片１２２が回転軸１１０の半径
方向に形成される。切削片１２２は、粉砕桶２００の内面との相互作用によって内部飲食
物を細かく粉砕する。切削片１２２は折曲部２１４から一定間隔を維持したままで交差す
ることによって、粉砕桶２００内に投入される比較的大きな飲食物を切削する。
【００８０】
　下側粉砕桶２２０の内面には多数の粉砕リブ２２２が形成され、粉砕リブ２２２は、好
ましくは、一定の離隔距離を維持したままで下側粉砕桶２２０に突設される。
【００８１】
　切削片１２２は、粉砕リブ２２２との干渉が発生しないように、一定の遊隔を維持しな
ければならなく、駆動ブレード１２０が回転する間に駆動ブレード１２０の外側切削刃及
び切削片１２２が粉砕桶２００の内面と交差しながら粉砕を行う。
【００８２】
　図９を参照すれば、駆動ブレード１２０の中央部が他の部分に比べて相対的に回転軸１
１０からもっと遠く離れることができる。すなわち、駆動ブレード１２０が回転軸１１０
から螺旋状に延設されることを鑑みれば、回転軸１１０との離隔距離が次第に大きくなっ
てから駆動ブレード１２０の中央部からは離隔距離が再び小さくなる。図面符号１４０は
回転軸１１０の中心から駆動ブレード１２０の中央部までの距離を示す。
【００８３】
　前記構造によれば、粉砕スクリュー１００の回転の際、駆動ブレード１２０の中央部が
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下側胴体２２１の内部の最下点で生ゴミをすくってあげることになる。よって、処理過程
で粉砕桶２００の下部に集まる処理物が継続して上部に移動して撹拌されるので、粉砕桶
２００内の粉砕または撹拌作用が円滑になることができる。また、駆動ブレード１２０に
は、回転軸１１０との間に空間１２１があるので、生ゴミをすくってあげる過程で適正分
量を超過する場合には自然に前記空間１２１を通して下側胴体２２１の下部に落下するこ
とができる。したがって、駆動ブレード１２０を駆動させる動力供給手段（図示せず）に
過度な負荷が加わることを防止することができる。
【００８４】
　下側粉砕桶２２０には、粉砕スクリュー１００が装着できるように、上側粉砕桶２１０
との結合面の一側に第１軸支部２２８が形成され、他側に第２軸支部２２９が形成される
。回転軸１１０の一側部１１１と他側部１１９はそれぞれ第１軸支部２２８及び第２軸支
部２２９に形成された貫通ホールに回転可能に軸支される。前記貫通ホールには、円滑な
回転のためにベアリングが装着されることができる。回転軸１１０の他側部１１９はモー
ターのような動力供給手段（図示せず）に連結されて動力の供給を受ける。
【００８５】
　回転軸１１０は前記動力供給手段（図示せず）から回転力を受けて駆動ブレード１２０
に回転力を伝達することで、最終的に粉砕スクリュー１００が粉砕桶２００内で回転運動
を行うことができる。
【００８６】
　図１３は本発明による粉砕機の内部構造を詳細に示すための下側粉砕桶の一側方向に見
た斜視図である。以下、図１０及び図１３を参照して駆動ブレード１２０と粉砕桶２００
の内面との相互関係について説明する。
【００８７】
　図１３を参照すれば、下側粉砕桶２２０の内面には多数の粉砕リブ２２２が形成され、
粉砕リブ２２２は、好ましくは、一定の離隔距離を維持したままで下側粉砕桶２２０に突
設される。
【００８８】
　隣り合っている一対の粉砕リブ２２２ａ、２２２ｂを例として説明すれば次のようであ
る。第１粉砕リブ２２２ａには所定距離だけ凹んでいる第１陷沒部２２５ａが形成され、
第２粉砕リブ２２２ｂには所定距離だけ凹んでいる第２陷沒部２２５ｂが形成される。陷
沒部２２５ａ、２２５ｂはそれぞれの粉砕リブ２２２上に複数形成されることが好ましい
。陷沒部２２５ａ、２２５ｂの中間を連結する軌跡は、下側胴体２２１の内周面上に図面
符号２２６のように斜線方向に一定の円弧を描くことになる。すなわち、図面符号２２６
の軌跡は、第２陷沒部２２５ｂ、及び第２陷沒部２２５ｂから外れるように配置される第
１陷沒部２２５ａを通ることになる。
【００８９】
　粉砕スクリュー１００が粉砕桶２００内で回転する場合、駆動ブレード１２０に形成さ
れた切削片１２２は前記図面符号２２６の軌跡に沿って円軌道運動をする。前記過程によ
れば、粉砕機の稼働のうち粉砕リブ２２２の間に付着されている残物を前記切削片１２２
の円軌道運動によって掻き出すことができる。また、粉砕過程中に乾燥も同時に進むこと
が可能なので、残物が乾燥した後、切削片１２２によってスクラッチが発生すれば、内面
に付着された飲食物が一層円滑に分離できる。
【００９０】
　以下、図１及び図９を参照してドア開閉装置５００について説明する。
【００９１】
　ドア開閉装置５００は、両端に柱状の支持軸５２４が備えられ、中央部には断面が半円
形になるように凹部が形成された円柱状のバルブ部５２２が備えられたバルブ排出部５２
０、排出口２２４の下面に付着され、半径方向の両端に支持軸５２４を収容するための切
欠部５３１が形成され、中央部には排出口２２４に対応する孔が備えられた容器形状の排
出口支持部５３０、及び前記排出口支持部５３０と前記バルブ排出部５２０との間に備え
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られ、その間をシーリングするパッキング部材５１０を含む。
【００９２】
　ドア開閉装置５００の作動過程を図９を参考して説明すれば次のようである。ドア開閉
装置５００の作動は、飲食物処理機の粉砕機の内部で生ゴミが乾燥処理された場合、制御
部（図示せず）の信号によってなされる。普段にはドア開閉装置５００のバルブ排出部５
２０が排出口２２４を閉鎖しているが、生ゴミが乾燥処理されれば、制御部はバルブ排出
部５２０を作動させて一定角度だけ回転させる。すなわち、バルブ排出部５２０のバルブ
部５２２は半円柱状を持っているので、排出口２２４の周辺部と同一面に位置すれば排出
口２２４を閉鎖するが、一定角度だけ回転すれば排出口２２４を開放することになる。
【００９３】
　排出口２２４が開放されたとき、粉砕スクリュー１００の回転作動によって移動された
生ゴミは排出口２２４を通じて外部に排出される。この場合、粉砕桶２００が球形に形成
されているので、内部の飲食物の残物が下側粉砕桶２２０の中央下端に形成された排出口
２２４に自然に吐出できる。これにより、生ゴミの累積を防止して腐敗を防止して、乾燥
機周囲の汚染を防止することができ、かつ乾燥機の損傷を防止することができる。
【００９４】
　図１４は本発明の他の実施例による粉砕スクリュー及び下側粉砕桶の斜視図である。以
下、図８を参照して粉砕スクリューの他の実施例１００’及び下側粉砕桶の他の実施例２
２０’について説明する。
【００９５】
　粉砕スクリュー１００’を構成する駆動ブレード１２０の外縁切削刃上には所定深さで
粉砕切欠部１２５が形成される。粉砕切欠部１２５は回転軸１１０の中心から一定半径を
成す円周に沿ってその形状が決まることができる。すなわち、回転軸１１０の中心と同心
として互いに異なる半径を持つ複数の円周に沿って前記粉砕切欠部１２５が設計者の意図
によって多様な数で形成可能である。
【００９６】
　下側粉砕桶２２０’の内周面には、駆動ブレード１２０に形成された粉砕切欠部１２５
と対応するように、粉砕突起２２２’が形成される。粉砕突起２２２’は少なくとも一つ
以上の同心円上に規則的ないし不規則的な間隔で形成される。
【００９７】
　粉砕スクリュー１００’が粉砕桶２００内で回転することによって、粉砕突起２２２’
は粉砕切欠部１２５の内部を通過することになる。回転によって粉砕切欠部１２５に流入
される生ゴミは、粉砕切欠部１２５の移動ラインに沿って粉砕突起２２２’が通る構造に
よって粉砕される。粉砕切欠部１２５の内面には切削刃が形成されることができる。
【００９８】
　以上、本発明の好適な実施例について説明したが、本発明は上述した特定の実施例に限
定されない。すなわち、本発明が属する技術分野で通常の知識を持つ者であれば、特許請
求範囲の思想及び範疇を逸脱することがなしに本発明の多数の変更及び修正が可能であり
、そのようなすべての適切な変更及び修正の均等物も本発明の範囲に属するものとして見
なされなければならない。
【産業上の利用可能性】
【００９９】
　本発明は、粉砕乾燥機内に投入される生ゴミをより効率よく粉砕、撹拌し、粉砕内の残
留物を最少化して、所要動力及び騷音発生を低減させる飲食物処理機の粉砕機に適用可能
である。
【符号の説明】
【０１００】
　１００　　粉砕スクリュー
　１１０　　回転軸
　１１２、１１４、１１６　　回転体
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　１２０　　駆動ブレード
　１２１　　空間
　１２２　　切削片
　１３０　　支持幹
　２００　　粉砕桶
　２１０　　上側粉砕桶
　２１０ａ　　投入口
　２１１　　上側胴体
　２１４　　折曲部
　２１６　　入口部
　２１７　　第１締結具
　２２０　　下側粉砕桶
　２２１　　下側胴体
　２２２　　粉砕リブ
　２２３　　挿入溝
　２２４　　排出口
　２２７　　第２締結具
　２２８、２２９　　軸支部
　２３０　　漏洩防止部材
　２５０　　渦流
　３００　　排気流路部
　３１０　　本体
　３２０　　吸気口
　３４０　　排気口
　３５０　　締結ホール
　４００　　カバー
　４１０　　固定体
　４２０　　弾性支持体
　４４０　　開放口
　４５０　　締結具
　５００　　ドア開閉装置
　５１０　　パッキング部材
　５２０　　バルブ排出部
　５２２　　バルブ部
　５３０　　排出口支持部
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